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第47回 県文連美術展　入賞作品
愛知県美術館　令和５年２月21日㈬～２月26日㈰　《蒲郡市文協関係》愛知県美術館　令和５年２月21日㈬～２月26日㈰　《蒲郡市文協関係》愛知県美術館　令和５年２月21日㈬～２月26日㈰　《蒲郡市文協関係》

入選「雲海に富士」
牧原　清峰

入選「雲海に富士」
牧原　清峰

入選「地球は今…」
小林　陽子

入選「地球は今…」
小林　陽子

入選「流行」
日高　一樹
入選「流行」
日高　一樹

入選「秘境」
山田　俊行
入選「秘境」
山田　俊行

入選「清い流れ」
杉浦　　才

入選「清い流れ」
杉浦　　才

入選「ちはやふる…」
近藤　向華

入選「ちはやふる…」
近藤　向華

入選「雪解け」
内田　明美
入選「雪解け」
内田　明美

特選「雪原」　　田中　草紫特選「雪原」　　田中　草紫
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第11回文化事業　小和田哲男講演会「今川氏から自立する徳川家康」
　サブタイトル「どうする蒲郡」と題して、
小和田哲男静岡大学名誉教授の講演会が２月
19日、蒲郡市民会館大ホールにて行われた。
遠方からの問合せがあったり、前売券は早々
に完売したようだ。
　家康は幼少期に母と離別したり、織田家や
今川家の人質となり、辛い思いをした。父の
ように慕っていた今川義元が桶狭間の戦で敗
死の後は、父亡き後の岡崎城へ戻り、事ある毎に「どうする」「どうする」と悩んだ。
　丁度、大河ドラマ「どうする家康」では、上ノ郷城が舞台で、瀬名母子の奪還作戦が放映された後だ。
伊賀、甲賀の忍者相手に攻勢であったものの、巧みな攻めに上ノ郷城は焼け落ちる。勝者の家康は、生
け捕りにした鵜殿長照の二人の息子と瀬名母子の人質交換を行う。
　そんなタイミングでの小和田先生の講演だったので、会場は真剣に聞き入っていた。常に「どうする」

「どうしたら良いのか」と悩み、時には家臣や周りの人の力を自分の力とした。今川家人質時代の十余年
間に、武芸や和学、そして中国の古典等も学んだようだ。
　ドラマのように「どうする」「どうしたら良いのか」と思い悩むのは、私達の永遠の課題だと思う。戦
国時代に生を受けて、苦難を生き抜き糧に変えて、260年も続く平和な江戸時代の礎を築いた徳川家康
のお話をとても興味深く伺う事ができた。同時に、小和田先生より時代考証の難しさ等も伺えた。
　最後に会場の方より「火縄銃について」や、「今川義元の人物像」等の質問にお応え頂き、笑顔の閉幕
となった。

初心者のための　文 協 講 座
干支 和紙ちぎり絵教室
　近藤佐代子さんの指導で 12 月２日と９日の２回に分けて和紙
ちぎり絵のミニ講座が開かれました。令和５年の干支であるうさ
ぎを参加者９名で作りました。昨年もちぎり絵講座に参加された
方が多く、手際よく上手にでき、参加者は喜んでいました。

干支 木彫り教室
　鈴木康祐さんの指導で、12 月２日と９日の２回
に分けてミニ講座が開かれました。参加者 12 名で、
毎年恒例となりました干支であるうさぎの木彫を
行い、最後は色付けをして、かわいいうさぎがで
き上がりました。
　玄関などに飾られたことでしょう。
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令和５年度　文 化 協 会 事 業 ご 案 内
月 例 茶 会

 ４月 23日 遠山　翠雲
 ６月 4日 中野　宗恵
 ７月 2日 平井　宗昌
 ９月  板倉　宗真
 10月  鈴木　宗和
 12月  鈴木　博翠

文 協 講 座
コカリナ講座 ４回講座　５月10日，17日，24日，31日
盆石講座 ４回講座　９月  7日，14日，21日，28日
干支ちぎり絵講座 ２回講座　12月
干支木彫り講座 ２回講座　12月

市民会館ギャラリー展示
書道部会 ６月 17日～ ７月 13日
写真部会 ８月 19日～ ９月 14日
県美入賞作品 10月 30日～ 11月 22日
工芸部会 ２月 3日～ ２月 29日

市役所ロビー生け花 華道部会が毎週生け替え
市民病院ギャラリー展示 ３月25日、９月30日の２回入れ替え

県 文 連 事 業
東三河部芸能大会  ７月 ９日 蒲郡市民会館中ホール
愛知県民茶会  10月 22日 長久手市文化会館
県文連美術展 10月 24日～ 29日 愛知県美術館ギャラリー

● ● ● 会 員 ピ ア ザ ● ● ●

蒲郡市吹奏楽団　第82回定期演奏会　12月11日

　定期演奏会が蒲郡市民会館大ホールで開催された。コロナ禍
のため人数制限はあったが、若い人から年配まで幅広い層の観
客であった。演奏が始まると、舞台と観客が一体となっていっ
た。時には舞台と会場の拍手が相まって更に盛り上がっていっ
た。中にはコミカルなものもあり、会場を沸かせていた。圧巻
だったのは、後半における蒲郡中学校とOBのコラボ演奏であっ
た。生徒と一緒の演奏は、高齢化に悩んでいる蒲郡市文化協会
の復活の方向性を示しているように思われた。

　東海アンサンブルコンテス
トが２月12日三重県文化会館
で行われました。

　蒲郡市吹奏楽団が、職場一般の部に愛知県代表として出場し
ました。演奏した曲は、松下倫士（まつしたともひろ）作曲「月
に寄せる哀歌」でした。
　25団体参加したなか、銀賞という良い成績ではありましたが、
全国大会には進めませんでした。

月例茶会
12月18日　裏千家　鈴木宗和

　茶室での茶会は３密を避けにくくなか
なか開催できませんでしたが、凡そ３年
ぶりでしょうか、月例茶会が三興庵で開
催されました。新型コロナも収束に近付
いたことを感じさせる茶会でした。
　とはいえまだまだ、マスクにお茶、お
菓子はお客さんに取って頂きながらの開
催ではありましたが……。

２月26日　薫風流　鈴木博翠
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図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）

子ども読書の日記念イベント
　工作キットプレゼント
　おはなし会
　赤ちゃんと一緒に楽しいひとときを

 4月21㈮、 22日㈯
 4月23日㈰
 4月26日㈬～ 5月 7日㈰

楽墨会小品展  5月10日㈬～28日㈰
ぬいぐるみのおとまり会
ぬいぐるみとおはなし会

 5月20日㈯～23日㈫
 5月20日㈯

図書館でボードゲームであそぼう！  5月27日㈯
教科書展示会  6月10日㈯～29日㈭

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）

家康と戦った城・家康を支えた城  1月～令和 6年 3月24日㈰
SL 展示 50 年記念　蒲郡駅と鉄道展  4月  1日㈯～ 7月  2日㈰
ペーパークラフトのかぶとをつくろう！  4月29日（土・祝）～ 5月  7日㈰
SL 写生大会
SL 写生大会作品展

 5月  3日（水・祝）～ 5月  5日（金・祝）
 6月10日㈯～ 6月18日㈰

御朱印帳手作り講座  5月27日㈯・28日㈰
妖怪のうちわをつくろう！  6月10日㈯～7月9日㈰

市 民 会 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−5509）

４月、６月、７月の月例茶会は３頁に掲載

お 知 ら せ

春 の 文 協 ま つ り ご 案 内
市 民 会 館

博物館ギャラリー 10時～17時（最終日16時まで）

（共催）蒲郡俊成短歌大会
4月29日（土/祝） （中ホール）

水 石 展 （中会議室）
5月20日㈯・21日㈰

芸能発表会
 （中ホール）

5月14日㈰ 10時～17時
大正琴・詩吟・剣詩舞
三味線・相撲甚句
雅楽・舞踊

菊花研究会 （ピロティ）
5月20日㈯
13時30分～

書道・工芸展（東ホール） 
5月12日㈮～14日㈰

華 道 展 （東ホール）
5月20日㈯・21日㈰

俳 句 会 （大会議室）
5月20日㈯ 13時～16時

ふれあい茶会
（三興庵・大会議室）
5月14日㈰ 10時～15時

水墨画展
5月12日㈮～14日㈰

絵 画 展
5月19日㈮～21日㈰

写 真 展
5月26日㈮～28日㈰

蒲郡市文化協会総会
日　時　４月 22 日㈯　13 時 30 分～
会　場　市民会館東ホール

特別会員募集
文化協会の趣旨にご賛同下さる個人・法人の方々にお願い
申し上げます。※一口５千円（口数に制限はありません）


